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●木津川マラソン大会第 4回実行委員会   

37 人の出席があり、これまでにない丁寧な資料が用意され、わかりやすい報告が続きました。

里山の会からは会場暖房 手原川エイド コース整備 選手輸送関係等９担当部署の報告がまと

められ、大村副理事長が報告しました。播川さんから受付に大型のゴミ受が設置されたのは配置計

画ミスではないかと指摘発言がされました。決勝やスタート部署での準備不足や手抜かりが発見さ

れ、次回での対策が強調されました。特にスタートの合図音が小さく大会の緊張感がなかったなど 

会場へのアナウンスが臨場感を盛り上げるものでなかったなど、初歩的な指摘が目立ちました。

6000 人に及ぶ出場者が集う大会場での全体指揮系統の準備不足が目立ったようです。天候に恵ま

れ無事故だった評価があり、いい会議になりました。 

 

●草内渡し浜親水公園 通路が完成 18 日    

昨年の「親子で遊ぼう学ぼう魚とり」の会場に使用した場所（仮称・草内渡し浜親水公園）の広

大な面積を冬の間に草刈を行って約 200ｍに及ぶ歩行者用の通路が完成しました。これまでは雑草

が生い茂り歩くこともほとんどできないところでしたが、少し手入れを行って見通しもよくなりま

した。木津川出張所に随分と無理を申し入れ、環境調査を実施する場所と位置付けてコンクリート

砕使用バラスを投入し、北端から南端まで安全に歩行が可能になりました。また、水路（普賢寺川

が本川に合流する）にも近く木津川中流部で容易に水辺に入れるようになりました。昨年の取り組

みで最も注意したのが全体への目視管理ができる会場の獲得でした。一歩前進ができました。ここ

を拠点に親子が安心して水に親しめるよう、しっかり草刈を行って、いい施設に近づきたいもので

す。さしあたって完成を祝って 29日（火）午後 4時 30 分～1時間の披露を兼ねてご案内をさせて

いただきます。夕方のご多忙な時間ですが、勤務を終え、お帰りに立ち寄っていただければ幸いで

す。どなたでも気軽にお寄りください。樹木は 105 本、大池は 2カ所あります。お待ちしています。 

 

●三川合流拠点施設の説明会(琵琶湖淀川流域圏連携交流会)から  

琵琶湖淀川流域圏連携交流会の幹事会が 22 日の 19 時から開催され、三川合流地に建設される流

域施設（仮称）の計画説明がされました。引き続いて河川協力団体について説明があって、淀川河

川事務所は「現在協力いただきたいと考えているのは、シナダレスズメガヤの抜草、クズの除去と

その利用、葦の刈取りとその焼き払いの手助けに協力いただければ」と説明がありました。 

 

●河川協力団体申し入れ書の追加提出をしたいと思っています。  

里山の会は今年度から河川協力団体に任命されて、私たちが保全管理している 27 カ所の希少植

物の生育地の作業について協力できればと希望しています。これまでは任意で自主的にすべての調

査と環境管理を行ってきました。全く無報酬であります。加茂から八幡まで片道 24 ㎞の広大な距

離を駆け回ってきているのです。時間も経費も随分と掛かります。また今年から草内渡し浜の親水

公園の 5000ｍ２の草刈も加わってきます。この上部も 5000ｍ２です。広大な面積の草刈を実施して

います。加えて里山農園と炭焼き窯場、稲作田圃の畦、ハイキングコースの維持があります。相当

量の草刈を毎年繰り返しています。マラソン大会本部会場も年数回刈り取っています。通常のイベ

ントの開催と調査や管理作業に加えて、一方では大量の草刈作業があります。できましたら少しで

も燃料費や機械の破損費用、少しの日当があれば大助かりです。土用が過ぎたころの夏草刈が最も

大変です。秋の草は茎がしっかりして硬くなっているので特に大変です。できれば多くの皆さんの

ご協力があればここも助かります。 

 

 



●親子花見乗船体験  

開催日は 4月 3日（日）です。26日午前 9 時 30 分京田辺市府営団地第 2集会所で打合せ会議を

開きます。その後馬坂川のゴミ回収作業です。併せてのぼり 20 本を取りつけて、雰囲気を盛り上

げます。約 1時間の作業です。お手伝いご参加ください。 

 

●会誌 40 号記念号の原稿が不足しています。皆さんのご寄稿をお待ちします。  

20 日に締切りでしたが随分と余裕があります。大いにご協力をお願いします。もう少し締切日

を延期いたします。 

 

●27 年度京都府地域力再生プロジェクト事業交付金の現地施設の監査員（京都府山城広域振興局） 

24 日午前 9時から来所されました。里山農園の教育棟、農園の周遊道路、竹蛇籠設置の現場と

通路つくりの三カ所の監査となっています。約 1時間のプログラムでしたが中身の濃い視察となり

ました。里山農園では観察棟の完成や周遊通路の完成と併せて、ナラ枯れの里山の会の状況を知っ

ていただき、竹蛇籠の設置では、とにかく人力で実施した巨大さを見届けでいただきました。 

 

●3 月植物観察会 3 月 25 日（金） 9 時半  八幡背割桜堤駐車場集合  

 毎年恒例のアマナ、イヌナズナを中心とした観察会を行います。 

 今年は背割堤の桜も咲いていることと思います。どうぞお越し下さい。 

 詳しいことはホームページ イベント情報をご覧ください 

 

 


